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日本共産党
静岡市議会議員団

いのち・くらしを守る市政へ

（4）２０１６年３月３１日　　第７１号 し　ず　お　か　市　政　新　報
４
月
か
ら
静
岡
市
の
国
民
健
康
保
険
料
に
つ

い
て
、一
人
あ
た
り
６
２
２
８
円（
６
・
17
％
）、

一
世
帯
あ
た
り
８
８
８
６
円（
５
・
42
％
）の

引
け
下
げ
と
な
る
国
保
会
計
予
算
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
度
に
続
き

２
年
連
続
の
成
果
で
す
。毎
年
、高
す
ぎ
る

国
保
料
引
き
下
げ
を
求
め
る
請
願
署
名
を

提
出
し
て
き
た
市
民
運
動
が
大
き
な
力
に

な
り
ま
し
た
。

静
岡
市
の
国
保
料
は
、平
成
24
年
度
に
平

均
17
・
５
％
も
の
大
幅
引
き
上
げ
が
強
行
さ

れ
、重
い
負
担
で
支
払
え
な
い
市
民
が
続
出
す

る
い
っ
ぽ
う
、国
保
会
計
は
大
幅
黒
字
と
な
り

積
立
金
が
平
成
26
、27
年
度
は
61
億
円
に
達

し
て
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、引
き
下
げ
請
願

に
賛
成
し
、市
民
運
動
と
一
体
で
活
動
し
て
、

市
議
会
や
運
協
で
は
積
立
金
を
使
え
ば
一
人

１
万
円
引
き
下
げ
で
き
る
と
論
戦
し
ま
し
た
。

請
願
は
市
議
会
で
は
自
民
・
公
明
な
ど
の
反

対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、国
保
運
営
協
議

会
で
は
全
委
員（
議
長
を
除
く
）が
引
き
下
げ

賛
成
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
。

２
年
連
続
の
引
き
下
げ
と
は
い
え
、ま
だ
ま

だ
国
保
料
負
担
は
非
常
に
重
く
、今
後
も
引

き
下
げ
さ
せ
る
た
め
に
、一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
増
額
、国
庫
負
担
金
の
増
額
、さ
ら
に

は
県
か
ら
の
支
援
金
制
度
の
確
立
な
ど
を
求

め
て
、県
内
市
町
の
運
動
と
連
携
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

東
名
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。２
０

１
８
年
３
月
供
用
開
始
予
定
で
す
か

ら
２
年
後
に
は
完
成
で
す
。大
谷
川
放

水
路
の
す
ぐ
西
側
で
静
岡
IC
か
ら
わ
ず

か
３
㎞
の
位
置
で
す
。

周
辺
は
ほ
と
ん
ど
が
田
畑
で
、市
内

に
残
さ
れ
た
貴

重
な
平
地
で

す
。イ
ン
タ
ー

完
成
を
機
に
こ

の
区
域
を
市
の

活
性
化
に
結
び

つ
け
よ
う
と
、

市
は
「
大
谷
・

小
鹿
ま
ち
づ

く
り
」計
画
を

推
進
中
で
す
。

「
交
流
施
設
」「
居
住
」「
工
業
・
物
流
」

「
農
業
」の
各
エ
リ
ア
に
分
け
、区
画
整

理
に
よ
り
開
発
を
進
め
る
と
し
て
い
ま

す
。今
地
権
者
と
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。雇
用
増
と
地
域
経
済
発

展
に
結
び
つ
く
の
か
、人
口
減
対
策
に

な
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
は1

月
、環
境
ア
セ
ス
法

の
対
象
と
な
ら
な
い
評
価
項
目
に
つ
い

て
、市
条
例
で
独
自
に「
横
出
し（
補

完
）」し
て
影
響
評
価
を
し
て
い
る
川

崎
市
を
調
査
し
ま
し
た
。

同
市
で
は
、２
０
０
０
年
の
条
例
制

定
以
降
、技
術
指
針
に
お
い
て「
安
全
」

に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
の
対
象
と
す

る
な
ど
、10
件
に
つ
い
て「
自
主
ア
セ

ス
」を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。例
え
ば

火
力
発
電
所
建
設
に
つ
い
て
、周
辺
地

域
に
お
い
て
安
全
確
保
に
影
響
を
及

ぼ
す
と
予
想
さ
れ
る
、有
害
物
質
や
火

災
・
爆
発
な
ど
に
よ
る
も
の
が
評
価
対

象
で
す
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
、同
市
内
に
あ
る

東
京
電
力
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所（
既

設
２
０
０
万
KW
に
加
え
て
１
４
０
万

KW
を
増
設
中
）を
視
察
し
ま
し
た
。

維新の会

■議案への態度（主な会派）
議　　　　案 日本共産党 自民党 公明新政会

（民主含む）
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ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
工
事
始
ま
る

地
域
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
に

キャプションキャプション

国保料引き下げを答申した国保運協 昨年11月、国保料の引き下げを求める請願署名を議長に提出

街頭から訴える党市議団

Ｈ28年度一般会計予算

後期高齢者医療保険料値上げ

静岡病院独法化関連条例改正

公共施設指定管理者利用料金制導入

国民健康保険料引き下げ条例

国民年金制度改善の意見書提出を求める請願

２
年
連
続

２
年
連
続

船橋市の学校給食は、小中学校82校すべて完全自校方式です。
中学校は、Ｈ4年から計画的に給食室とランチルーム建設を
開始。基本理念は、児童・生徒の立場に立って愛情を込めた料理
づくり、調理はすべて手作りを基本、安全な食品使用、地産地消
の推進など。献立には、地場産食材を食べて知る日など、創意工
夫が随所にちりばめられ
ています。全校に栄養教
諭又は、栄養職員を配置
し、食育教育が行き届
き、静岡市との違いを痛
感しました。

船橋市の完全自校方式による
      学校給食 視察

視察日の献立は、野菜入り卵焼き、煎り大豆、ニンジンゼリー。

静翔会
（みんなの党含む）

106,927
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（▲6.17％）

▲12,295
（▲11.5％）

▲8,886
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▲21,483
（▲12.17％）

一人
あたり

一世帯
あたり

（▲はマイナス）

Ｈ28－Ｈ26Ｈ28Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28－Ｈ27

国保料2年連続引き下げ（表） （単位：円）
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日
本
共
産
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静
岡
市
議
会
議
員
団

国
保
料
引
き
下
げ
実
現

国
保
料
引
き
下
げ
実
現

市
民
運
動
が
大
き
な
力

市
民
運
動
が
大
き
な
力

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
で

経
済
波
及
効
果
は
あ
る
の
か

静
岡
市
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発

電
所
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
、

６
８
０
万
円
の
予
算
で
事
業
者

に
発
注
し
ま
し
た
。東
燃
自
身
が

「
経
済
波
及
効
果
は
あ
ま
り
な

い
、自
社
の
経
営
の
た
め
の
火
発

計
画
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。市

民
は「
安
全
性
」に
大
き
な
不
安

を
持
っ
て
い
ま
す
。市
が
前
の
め

り
に
な
っ
て
い
る「
経
済
波
及
効

果
」に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、２
月
10

日
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。講
師

は
静
大
特
任
教
授
の
土
居
英
二

先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

川
崎
市
環
境
ア
セ
ス
条
例
を
調
査

LNG火力発電所発電学習会

工
業
・
物
流
エ
リ
ア

農
業
エ
リ
ア

居
住
エ
リ
ア

交
流
施
設
エ
リ
ア

新インターチェンジ新インターチェンジ

大谷・小鹿土地利用計画図案（全体125ha）



中
小・小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
策
の
強
化
を

国
の
悪
政
か
ら
、
暮
ら
し
を
守
る
防
波
堤

と
な
る
べ
き
自
治
体
が
、
国
い
い
な
り
か
、

そ
れ
と
も
住
民
生
活
を
守
る
の
か
が
、
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
・
福
祉
充
実
を
貫
く

市
政
へ
の
転
換
を
求
め
、
7
つ
の
柱
で
質
問

し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
の
認
識
と
対
応
策
に
つ
い

て
、
市
長
は
「
民
間
と
連
携
し
、
誰
も
置
き

去
り
に
し
な
い
」
と
述
べ
、
貧
困
の
背
景
に

は
言
及
し
ま
せ
ん
。

教
育
現
場
で
は
、
教
師
の
時
間

外
勤
務
は
月
１
０
０
時
間
超
が

９
％
（
２
７
１
人
）
に
も
な
り
ま

す
が
、
多
忙
解
消
の
た
め
に
、
非

常
勤
講
師
で
対
応
と
答
弁
。
こ
れ

で
は
負
担
軽
減
の
解
決
に
は
な
ら

ず
、
正
規
の
教
職
員
を
増
員
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
公
立
幼
稚
園
・
保

育
園
す
べ
て
を
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
し
、
さ
ら
に
民
営
化
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
親
の
子
育
て
不
安
に
応
え
、
保

育
の
質
を
守
る
べ
き
公
的
責
任
を
後
退
す
る

と
指
摘
。
待
機
児
解
消
の
た
め
に
は
、
公
立

の
保
育
機
能
確
保
が
市
の
責
務
だ
と
強
調
し

ま
し
た
。

他
、
戦
争
法
の
認
識
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
対

策
、
住
宅
耐
震
補
強
、
市
営
住
宅
に
つ
い

て
、
市
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

（２）（３） ２０１6年３月３１日　　第７1号 し　ず　お　か　市　政　新　報

市民の安心・安全・くらし・福祉充実を求め論戦─本会議市民の安心・安全・くらし・福祉充実を求め論戦─本会議
暮
ら
し・福
祉
充
実
を
貫
く

市
政
へ
の
転
換
を
求
め
る

市
街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力

発
電
所
建
設
計
画
の
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
質
問
。
「
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
」
と
不

安
に
思
う
市
民
の
声
を
示
し
、
地
震
・
津

波
・
液
状
化
に
対
す
る
施
設
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
質
し
た
と

こ
ろ
、
「
事
業
者
は
、
法
令
に
従
い
安
全
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と

答
弁
。
行
政
が
主
体
と
な
り
、
市
民
の
不
安

を
解
決
す
る
た
め
事
業
者
に
ど
う
働
き
か
け

る
の
か
、
と
い
う
観
点
が
ま
っ
た

く
な
し
。
ま
た
、
１
７
０
万
kW
の

巨
大
火
発
か
ら
の
排
ガ
ス
の
総
量

は
、
沼
上
・
西
ヶ
谷
清
掃
工
場
を

合
わ
せ
た
排
ガ
ス
量
の
１７
・
４
倍

に
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
周
辺
住

民
の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
と
指
摘
。
市
と
し
て
「
窒

素
酸
化
物
」
等
の
影
響
調
査
を
事

業
者
に
求
め
た
と
答
弁
。

１
７
０
万
kW
火
発
の
排
ガ
ス
総
量
は
、

沼
上
＋
西
ヶ
谷
清
掃
工
場
の
１７
倍
強

市長提出議案に反対討論

市の来年度の施策には、国民への管理統制を強め、個人情報の漏えいの危険が

大きいマイナンバー制度の推進、学校給食を自校方式からＰＦＩ方式によるセンター

方式に、市民や学校現場の議論もなく、学校の統廃合と一体に進めようとしている

小中一貫教育、国の押し付けを唯々諾 と々受け入れている憲法違反の自衛官募集業

務や国民保護計画などがあります。批判の強い国直轄の道路事業負担金と清水港

港湾整備事業負担金をいまだに市に押し付けています。また140億円もの事業費で

自然破壊につながる日本平山頂公園整備を進めようとしています。

来年度予算は、国の悪政の防波堤の役割を果たすどころか、すでに破たんしてい

る国の「アベノミクス予算」の引き写しともいうべきものであり、独自性も乏しいもの

です。以上の理由で来年度予算に反対しました。

予算案以外には、市立病院の独立行政法人への移行、職員定数削減、老人デイ

サービスセンターの民営化、施設の使用料値上げと利用料金併用制への移行に関わ

る条例「改正」に反対しました。

地方自治に反し負担増とサービス切り捨て
当初予算・市立病院独法化など

総
括

質
問

今
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら
18
歳
選
挙
権
が

行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
想
信

条
の
自
由
、
政
治
活
動
の
自
由
が
高
校
生
に

も
全
面
的
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
に
な

る
こ
と
。
そ
の
上
に
立
っ
て
高
校
生
自
ら
が

自
主
性
、
自
立
性
を
も
っ
て
物
事
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
平
成
27
年
10

月
29
日
付
で
、
放
課
後
や
休
日
等

に
学
校
の
構
外
で
行
わ
れ
る
生
徒

の
選
挙
運
動
や
政
治
活
動
に
対
し

て
も
、
制
限
又
は
禁
止
で
き
る
と

す
る
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
判
断
す
る
の
は
誰
が
ど
の
よ

う
な
基
準
で
行
う
か
質
し
ま
し
た

が
、
県
教
委
と
も
協
議
す
る
旨
の

答
弁
に
止
ま
り
ま
し
た
。
投
票
日

当
日
の
学
校
行
事
や
部
活
動
に
つ

い
て
、
学
校
と
し
て
の
配
慮
は
？
に
対
し
て

は
、
日
程
の
繰
り
上
げ
や
期
日
前
投
票
の
活

用
な
ど
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

放
課
後
、
休
日
な
ど
の
政
治
的
活
動
へ
の

参
加
を
学
校
に
届
け
出
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
出
て
い
ま
す
。
本
市
で
は

ど
う
す
る
の
か
、
基
本
に
立
ち
返
れ
ば
お
の

ず
か
ら
結
論
は
出
る
問
題
で
す
。

高
校
生
に
も
政
治
活
動
の

全
面
的
保
障
を

本
市
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
期
間
中
も
市

の
景
況
調
査
に
よ
る
と
、売
り
上
げ（
受
注
）

不
振
、原
材
料
価
格
の
上
昇
な
ど
で
悪
化
し
続

け
て
い
ま
す
。事
業
所
数
、従
業
員
数
、商
品

販
売
額
は
減
少
し
続
け
て
い
ま
す（
表
）。

事
業
所
の
99
％
は
中
小
事
業
者
、
う
ち
７
〜

８
割
は
小
規
模
事
業
者
で
す
。
本
市
経
済
の

「
礎
」
で
あ
る
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

資
金
繰
り
や
経
済
波
及
効
果
の
高
い
仕
事
づ

く
り
・
需
要
拡
大
の
た
め
に
市
が
抜
本
的
に

支
援
策
を
強
化
し
て
、
地
元
に
利
益
を
還
元

さ
せ
る
市
内
経
済
の
内
発
的
発
展
を
す
す
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に一
昨
年
つ

く
ら
れ
た
小
規
模
事
業
基
本
法
を
活
用
し
て
、

条
例
の
制
定
と
と
も
に
、地
域
の
実
情
に
即
し

た
施
策
を
策
定
し
て
、計
画
的
に
推
進
す
る
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

３
月
７
日
（
月
）
本
会
議
場
で
市
の
学
校

給
食
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

①
行
財
政
改
革
推
進
審
議
会
が
、
清
水
区
の

学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
現
在
の
自
校

方
式
、
校
外
調
理
方
式
に
つ
い
て
、
セ
ン

タ
ー
方
式
に
統
一
す
る
よ
う
答
申
を
だ
し
た

が
、
市
の
受
け
止
め
に
つ
い
て
。

②
セ
ン
タ
ー
方
式
に
す
る
と
し
て
も
、
大
地

震
等
の
災
害
が
発
生
し
た
状
況
を
想
定
す
る

と
、
清
水
地
区
に
も
複
数
の
給
食
施
設
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の

か
。教

育
委
員
会
の
答
弁
は
、
①
に
つ
い
て
は

答
申
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
早
急
に
セ
ン

タ
ー
方
式
に
す
る
様
取
り
組
む
。
②
に
つ
い

て
は
、
毎
日
安
全
に
各
学
校
へ
給
食
を
届
け

る
こ
と
が
出
来
る
場
所
に
設
置
す

る
こ
と
。
付
近
の
住
環
境
に
配
慮

す
る
こ
と
。
既
存
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
活
用
を
再
検
討
す
る
こ
と

な
ど
様
々
な
観
点
で
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

内
田
議
員
は
、
長
年
自
校
方
式

に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
清
水
地
区

の
保
護
者
に
対
し
丁
寧
な
説
明
を

求
め
ま
し
た
。

学
校
給
食
自
校
方
式
を
守
れ
！

鈴
木
せ
つ
子 
議
員

西
谷
博
子 

議
員

寺
尾  

昭 

議
員

山
本
明
久 

議
員

内
田
り
ゅ
う
す
け 
議
員

総
括

質
問

代
表
質
問

総
括

質
問

総
括

質
問

○鉱工業事業所数
　従業員数（人）
　製造品出荷額（億円）

○商店数
　従業者数（人）
　商品販売額（億円）

1,840
48,781
18,517

11,480
77,281
33,044

1,485（▲20％）
45,017（▲7,7％）
18,865（1.8％）

7,570（▲34％）
55,927（▲27％）
29,296（▲11％）

平成20年    平成26年（平成20比）

平成16年    平成26年（平成20比）


